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大阪ここちエエ
写真  田籠哲也　文  牧野隆義

大阪・梅田のランドマークと言えば「大阪マルビル」
を思い浮かべる人々も多いのではないか。47年の歴
史に終止符を打ち、建て替わってしまう長らく親しま
れてきたランドマークビルを紹介したい。
大阪マルビルは、著書「どケチ人生」がベストセラーと
なった実業家の吉本晴彦氏が1974年に複合ビルとし
て建てたものだ。施工はフジタ工業が担い、地下2階・
地上30階建ての円筒形のユニークな高層ビルの最高
高さは123mに及び、屋上部に設けられた、ビルを一
周する回転式の電光掲示板「コンピュートサイン」に
よるメッセージは、報道でもよく取り上げられた。
ビルの中核を担う第一ホテルは10～29階を占め、
460の客室と5つの宴会場を備えていた。また、1986

年にはディスコブームの火付け役ともいえる「マハラ
ジャ」も入っていて、大いに賑わっていた。
しかしながらバブル期の投資で過剰債務を抱え、産
業再生機構が運営会社への支援を決定した後、大和
ハウスの傘下に入り、大きな転換期を迎えた。
2023年夏から解体工事が始まる予定で、残念ながら
このランドマークビルも見納めとなる。

2 大阪ここちエエ

4 Gallery 建築作品紹介
 「阪村機械製作所 本社事務所棟」
 設計：权建築設計事務所
 施工：森長工務店

 「阪村産業 東京営業所」
 設計：权建築設計事務所
 施工：辰建

 「かぜのこ（放課後デイサービス）」
 設計：井上久実設計室
 施工：ヒロタ建設

7 第15回建築人賞発表

1 1  動静レポート

12 Information

14 Close-up Osaka

18 記憶の建築
 「神奈川県青少年センター／婦人会館」 1962/65年
 紅葉ヶ丘の建築群の今 / 松隈 洋

表紙の建築   「大阪国際中学校高等学校」 2021年
第15回 建築人賞新人賞 受賞作品
設計：安井建築設計事務所
施工：竹中工務店
撮影：エスエス大阪、津田裕之
ふれて  感じて  考える  学びの場　人の考えや文化・
自然に「ふれる」ことで、「感じて考えて自分らしさを磨
く」学びの場を創出した。グラウンドを中心に校舎棟と
特別教室棟、MANABI庭が散りばめられ、体験･体感を
交えた記憶に残る教育空間がキャンパス全体に広がる。
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Gallery 阪村機械製作所  本社事務所棟 設計：权建築設計事務所
施工：森長工務店

京都にある大型鍛造機械メーカー本社工場内の事務所棟である。
旧事務所の老朽化と、業務スペース拡張の必要性から新築することに
なった。
事業はグローバルに展開されて海外からの来客も多く、深い庇で陰影
のある外観の軒天には地産の杉材を使用し、パブリックスペースもでき
るだけ木質化するなど、工場へのアプローチに設けられた庭園とともに
「和」の趣を意識できるように計画した。
機能的にはこれからの数十年を見据えたBCPへの対応と、3層各フロア
の用途を明確にし、工場内に分散していた各部門も1フロアに集約して
業務の効率化を図っている。　　　　　　　　　　　　　（針﨑昌彦）

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模
敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

京都府久世郡
事務所
2022.11
S造  地上3階
1,789.74㎡
902.78㎡
2,361.58㎡
福山英明

：
：
：
：
：
：
：
：
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Gallery 阪村産業  東京営業所 設計：权建築設計事務所
施工：辰建

鍛造機械でパーツを製造するメーカーの東京営業所の建替えである。
サカムラグループの建築として、外装には共通のテクスチャーを採用し
ている。
営業所は平屋建で荒川に近い住宅地に位置し、水害時の被害を抑える
ためフロアレベルは地盤面から1mの高さに設定された。
道路側に駐車スペースを設けて南側に寄せて配置された建物は、必要
面積を確保するために敷地形状に合わせて変形した平面計画で、外観
を特徴づけている角度の振れた矩形のボリュームは、来客を迎えるた
めのエントランスホールとして1.5層分の吹抜け空間となっている。

（針﨑昌彦）

東京都足立区
事務所
2023.01
S造   地上1階
679.97㎡
376.23㎡
352.06㎡
WAY Co.,Ltd

所 在 地
用 途
竣 工
構造規模
敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

：
：
：
：
：
：
：
：
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Gallery かぜのこ（放課後デイサービス） 設計：井上久実設計室
施工：ヒロタ建設

ここに集う子供たちにとって“もう一つの家”です。
敷地は大阪市内の住宅地で、隣家は高層マンションと3階建ての住宅。
これらに挟まれた縦長の敷地に、子供サイズの小さな建物を作りまし
た。切妻の屋根を持つ、相談室・広場・プレイルーム＋ロフトのボリュー
ムを道路から、路地状のアプローチに沿って奥に向かって並べました。
それぞれの屋根下でのアクティビティに応じた天井高さを設定するこ
とで、連続した三角屋根が“高い・低い”のリズムで繋がりました。真ん
中の外広場は屋根だけの床土間の外部空間であり、奥に深い敷地の中
で、ウチとソトが混じり合うことで、子供にとっての心地良さを目指して
います。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （井上久実）

所 在 地
用 途

竣 工
構造規模
敷地面積
建築面積
延床面積
写　　真

大阪市東淀川区
放課後デイサー
ビス
2023.05
木造2階建
157.77㎡
93.39㎡
122.31㎡
冨田英次

：
：

：
：
：
：
：
：
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第15回  建築人賞  発表
主催：公益社団法人大阪府建築士会

建築人賞記念盾
グラスアーティスト  佐久間 靖 作

建築人賞新人賞記念盾

1963年 埼玉県生まれ
1988年 名古屋大学工学部建築学科卒業
 日経BP社入社『日経アーキテクチュア』編集部勤務（～1999年）
2001年～ 桑沢デザイン研究所非常勤講師
2002年 フリックスタジオ共同主宰（～2020）
2008年～ 武蔵野美術大学造形学部芸術文化学科非常勤講師
2020年～ O�ce Bunga共同主宰

審査委員長　磯　達雄

審査総評
　審査の経過について、改めて簡単に振
り返っておく。審査の方法は、基本的に
これまでを踏襲している。まずは『建築
人』2022年 1月号から 12月号までの
Gallery欄に掲載された全 39作品につい
て、誌面を見て 1次審査を行う。この段
階で一般部門 9作品、住宅部門 6作品を
選んだ。
　選ばれた各作品の設計者から、追加で
図面、写真、設計コンセプトなどをまと
めた説明資料を提出してもらい、それを
もとに 2次審査を行った。これにより、
一般部門 6作品、住宅部門 4作品に絞り
込み、各部門の授賞作象とした。
　選考に残った作品のうち、一般部門に
ついては現地を訪れて検討を深めた。住
宅部門については、コロナ禍の影響を鑑
みて、現地審査が可能かどうか、候補と
なった作品それぞれに打診した。その結
果、まだ難しいとの回答が一件以上の候
補作品から出されたので、昨年、一昨年
に引き続き、すべての候補作について現
地審査を断念し、書類のみによる選考と
した。
　以上のプロセスを経て、建築人賞、建
築人賞新人賞、建築人賞奨励賞、建築人
賞佳作の各賞を決定した。建築人賞新人
賞は、今回から授与される賞で、設計者
の年齢が 40歳以下で、特に優れた作品

である場合に与えられるものである。
　評価の基準としては、従来の建築のあ
り方に留まることなく新しいテーマに挑
み、それを何らかの方法で解決するだけ
でなく、建築の意匠としても優れたまと
めを行っているものを選ぼうと心がけた。
　一般建築部門で対象となったのは、
メーカー営業所、学校、保育園、介護老
人保健施設、公共文化施設など、幅広い
年齢層を対象とした、多様なビルディン
グタイプの建築群であった。
　まずは、エクステリア建材の新しい使
い方を建物全体で示した「ユニソン大阪
事業所」、敷地全体が自主的な学びの場
となるよう設計された「大阪国際中学校
高等学校」、厳しい条件ながら多様で豊
かな空間を実現させた「介護老人保健施
設はくほう」、街に開かれた図書館とホー
ルの複合施設「なでしこ芸術文化セン
ター」の 4作品に絞った。
　次に、最優秀となる建築人賞一作品を
選ばなくてはならない。最終段階での賞
の絞り込みにはずいぶんと悩まされた。
最終的に建築人賞として選んだのは、「ユ
ニソン大阪事業所」である。アトリエ系
の建築家が敬遠しがちな既製品の建材を
全面的に採用し、にも関わらずこの設計
者ならではの建築空間としてまとめ上げ
た力量に敬意を表しての結論である。
　他の 3作のうち、「大阪国際中学校高

等学校」の設計者が 40歳以下であり、
その作品は十分に基準を超えていると判
断できるため、建築人賞新人賞をこれに
贈ることにした。残りの 2作を、建築人
賞奨励賞とした。
　住宅分野では、構造や設備を露出して
将来の更新を簡単に行えるようにした
「NUDE HOUSE prototype」が、構想力の
高さだけでなく、シンプルながら魅了的
な空間の実現も果たしていて、頭抜けて
いた。迷わず建築人賞を決定した。
　次いで高い評価を与えたのは、隣接す
る 2棟の住宅を同時に設計し、巧みなデ
ザイン操作で両者の関係を表現した「並
びの住宅」である。設計者が40歳以下だっ
たため、これを建築人賞新人賞とした。
　もう一作、「淡路島さくらの家」は、
海に向かって開けた深い縁側空間が、診
療に訪れる患者と共有されているという
構成に魅力をおぼえ、建築人賞奨励賞と
した。
　建築人賞の審査を担当したのは、今回
が 3回目となる。昨年、一昨年と比べて、
応募作全体のレベルが高いと感じた。選
ぶ際には迷ったが、自信を持って賞を授
与することができた。応募してくれた設
計者、そして現地審査にご協力いただい
た建物オーナーや管理者の皆さんに、感
謝を伝えたい。
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設　計／竹原義二 /無有建築工房
施　工／伊藤嘉材木店
建築位置／大阪府大阪市
竣工年月／ 2021年 7月
用　　途／事務所
構造・規模／木造 平屋
　　　　　　木造 地上 2階

敷地面積／ 2,649.24㎡
建築面積／ 369.06㎡
延床面積／ 441.13㎡
写　　真／絹巻　豊
建築人 2022年 3月号掲載

【選評】
エクステリア建材メーカーの営業所、ショールーム、ストックヤードをまとめた拠点で
ある。自社の多種多様な製品を、建物全体できうる限りの場所で用いている。にもかか
わらず、建材見本のパッチワーク然とした印象を少しも抱かせないのは、材料の積み方、
組み合わせ方、目地の取り方、仕上げ方などを場所ごとに検討し直し、想定を超えるア
イデアで使ったからだ。ここを訪れたデザイナーは、創造性がおおいに触発されること
だろう。

設　計／松下建築設計一級建築士事務所
施　工／尾上工務店
建築位置／大阪府
竣工年月／ 2015年 7月
用　　途／戸建て住宅
構造・規模／木造軸組工法
　　　　　　地上 2階

敷地面積／ 147.94㎡
建築面積／ 50.13㎡
延床面積／ 88.42㎡
写　　真／多田ユウコ
建築人 2022年 2月号掲載

【選評】
柱や梁などの構造部材のほか、電気、ガス、水道の配管、配線がすべてむき出しになっ
ている裸の家である。断熱を外側で処理することで、内側から構造の補強を含めて、自
由な改造が容易に行えるという。かつてのメタボリズムでは、設備や機能は変わるもの、
構造は変わらないものと、ふたつに分けて建築をとらえ、将来の変化に対応しようとし
た。この住宅プロトタイプでは、構造すら変わりうるものととらえていて、よりラジカ
ルである。

建築人賞　ユニソン大阪事業所

建築人賞　NUDE HOUSE prototype

●目的
　公益社団法人大阪府建築士会では会報誌
「建築人」を毎月発行しており、2023年 4月
には第706号を数えました。本会の会員にとっ
て重要な情報提供を行うとともに、建築作品
発表の機会を設け、建築技術の普及や会員の
相互研鑽に寄与することを目指しています。
　「建築人賞」は「建築人」の GALLERY頁に
掲載された全作品の中から特に機能性、社会
性、デザイン性、先進性などにおいて優れた
ものを顕彰することで、建築技術の進展、建
築文化の向上に資することを目的とし、「建築
人」のプレゼンスをより高めていくことを意
図して創設された賞です。

●新人賞創設について
　「建築人賞」は、会誌「建築人」の中の Galleryに掲載された作品から選定する賞です。
従って多くの会員の皆様にGalleryに応募いただくことが大切ですが、応募には掲載料が
必要であることから、躊躇される会員もいると考えられました。一方、設計者のみならず
建築主や施工者も表彰対象ということから、その価値を重んじる設計者の方は毎年のよ
うに応募されて、入賞を目指される傾向が見うけられました。その状況を見直すことも含
めて「建築人賞新人賞」を創設することとしました。40歳以下を対象とし、若い建築士
の方にGalleryに関心を持っていただき、新しい応募者を増やせるのではと考えました。
　選定基準をどうするかなど、磯審査委員長にはご苦労をお掛けしたと思いますが、
無事に各賞に相当する作品が設定されたことに対して安堵した次第です。入賞作品
は、いずれもコンセプトが明確で、作品性も高いものでした。「建築人賞」が今後も
関西の建築士において優れた建築作品の発信の場となることを期待しています。
　審査経過に関しては、磯審査委員長の審査講評を参照してください。

建築情報部門長　荻窪伸彦
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設　計／安井建築設計事務所
施　工／竹中工務店
建築位置／守口市松下町
竣工年月／ 2021年 11月
用　　途／学校
構造・規模／（校舎棟）地上 4階・塔屋 1階、RC造
　　　　（特別教室棟）地上 1階、木造

敷地面積／ 18,130.55㎡
建築面積／ 4,631.84㎡
延床面積／ 9,716.29㎡
写　　真／エスエス大阪
建築人 2022年 11月号掲載

【選評】
校舎棟は吹き抜けと一体化したコミュニケーションコモンズを囲んで教
室が配置され、全体が図書館であるかのよう。特別教室棟群は、教科ご
とに特徴を持った庭に囲まれて散在し、渡り廊下からショーウィンドウ
を通じて学びのエッセンスに触れられる。そして壁や柱のあちらこちら
には、各分野の偉人が残した言葉が記されている。百科事典をめくるよ
うにして、様々な知識や文化と日常的に接することができる学校建築で
ある。

設　計／ design SU建築設計事務所
施　工／コムウト
建築位置／大阪府大阪市
竣工年月／ 2019年 4月
用　　途／専用住宅
構造・規模／木造
　　　　　　地上 2階・地下 1階

敷地面積／ 168.00㎡
建築面積／ 69.60㎡
延床面積／ 119.59㎡
写　　真／繁田　聡
建築人 2022年 3月号掲載

【選評】
親族関係にある二世帯の家を、隣り合わせの敷地で同時に設計して建設
するというプロジェクト。独立性と関係性を両立させるという難しい
テーマが、設計者には与えられた。解決策として、切妻屋根や接道面の
モルタル壁を共通要素とする一方、他の壁と屋根の仕上げをたてハゼ葺
きとひら葺きで入れ替えて使うという操作を行った。その結果、わずか
２棟の並びながら、住宅地の一角に集落のようなコンテクストが生まれ
ている。

建築人賞新人賞　大阪国際中学校高等学校

建築人賞新人賞　並びの住宅

実施要項及び経過
●対象作品　会報誌建築人 2022年 1月号～ 2022年 12月号「GALLERY」掲載作品 39点
●審　　査　第一次審査（39点から 15点選出）　第二次審査（10点選出）
●表 彰 式　2023年度定時総会・式典　席上　　日時／ 2023年 5月 17日㈬　会場／ KKRホテル大阪 3階
●入賞作品

建　築　人　賞　設計者に賞状および記念盾を授与、建築主・施工者に賞状を授与
建築人賞新人賞　設計者に賞状および記念盾を授与、建築主・施工者に賞状を授与
建築人賞奨励賞　建築主・設計者・施工者に賞状を授与 ／ 建築人賞佳作　建築主・設計者・施工者に賞状を授与

　建　築　人　賞
　　ユニソン大阪事業所 2022年 3月号掲載
　　NUDE HOUSE prototype 2022年 2月号掲載
　建築人賞新人賞
　　大阪国際中学校高等学校 2022年 11月号掲載
　　並びの住宅 2022年 3月号掲載

　建築人賞奨励賞
　　介護老人保健施設はくほう 2022年 1月号掲載
　　なでしこ芸術文化センター 2022年 10月号掲載
　　淡路島さくらの家 2022年 2月号掲載
　建築人賞佳作
　　Canadian Academy 2022年 1月号掲載
　　愛光みのり保育園 2022年 6月号掲載
　　MASSIVE 2022年 7月号掲載
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建築位置／兵庫県尼崎市
竣工年月／ 2021年 6月
用　　途／介護老人保健施設
構造・規模／ RC造
　　　　　　地上 4階・地下 1階
敷地面積／ 2,122.29㎡
建築面積／ 1,271.35㎡
延床面積／ 4,243.42㎡
写　　真／古川泰造

設　計／森康郎建築設計事務所
施　工／柄谷工務店

【選評】複雑に文節された建物ボリュームが、中庭部を囲んで配置されている。住宅密集地
に建つ限られた広さの施設にもかかわらず、内部を巡ると随所に設けられた視線の抜けによ
り、実に多様なシーンが展開する。外観で効いているのは、コンクリート打ち放しのバル
コニー手摺に象嵌されたスモークガラスの小窓だ。これがファサードをリズミカルに整え
ると同時に、療養室のベッドから外の景色を見せることで、入居者の在宅復帰を促している。

建築人賞奨励賞　介護老人保健施設はくほう

建築位置／神戸市西区
竣工年月／ 2022年 6月
用　　途／劇場・図書館
構造・規模／ RC造一部 S造
　　　　　　地上 4階
敷地面積／ 4,000㎡
建築面積／ 2,793.43㎡
延床面積／ 6,172.33㎡
写　　真／川澄・小林研二
　　　　　写真事務所

設　計／久米設計
施　工／鹿島建設

【選評】文化ホールと図書館の複合施設である。両者を結ぶ交流モールは、駅からの通り
抜け動線にもなっており、人の流れが絶えない。その壁面には、アートウォールと名付け
られた展示棚が設けられ、その隙間からは音楽の練習を行う光景も垣間見える。ホールは
舞台背面を開放することにより、多目的スペースを介して、外の広場とつながる。空間を
多重化するさまざまな仕掛けにより、街と一体化した文化活動の場が誕生している。

建築人賞奨励賞　なでしこ芸術文化センター

建築位置／兵庫県淡路市
竣工年月／ 2021年 12月
用　　途／ 1戸建て住宅
構造・規模／木造
　　　　　　地上 2階
敷地面積／ 664.66㎡
建築面積／ 149.98㎡
延床面積／ 148.15㎡
写　　真／冨田英次

設　計／井上久実設計室
施　工／淡路工舎

【選評】淡路島東海岸の高台に建てられた、スポーツ医学を専門とする医師の診療所兼住宅
である。建物は、生活空間、診療所、浴室と、それぞれに大きさが異なる３つのボリューム
からなり、深い縁側空間がそれらをつなぐ。縁側は南側に大きく開いて、大阪湾を望む絶景
を楽しめるようにするとともに、涼しい風を内部に採り入れる。虫避けのメッシュを張った
建具も設けられているため、この半屋外空間は一年を通して、快適に使われることだろう。

建築人賞奨励賞　淡路島さくらの家

設　計／竹中工務店
施　工／竹中工務店
建築位置／兵庫県神戸市
竣工年月／ 2021年 9月
用　　途／学校
構造・規模／ SRC造（一部 S・RC）
　　　　　　地上 4階

敷地面積／ 32,909.54㎡
建築面積／ 8,441.74㎡
延床面積／ 15,469.44㎡
写　　真／母倉知樹

建築人賞佳作　Canadian Academy

設　計／深江康之建築設計事務所
施　工／藤木工務店
建築位置／京都府木津川市
竣工年月／ 2014年 4月
用　　途／保育所
構造・規模／鉄骨造
　　　　　　平屋

敷地面積／ 3,005.01㎡
建築面積／ 1,231.58㎡
延床面積／ 1,139.58㎡
構造設計／満田衛資構造計画研究所
写　　真／母倉知樹

建築人賞佳作　愛光みのり保育園

設　計／マニエラ建築設計事務所
施　工／マイスターズ・ユニオン
建築位置／兵庫県西宮市
竣工年月／ 2022年 2月
用　　途／専用住宅
構造・規模／ RC造
　　　　　　地上 3階＋ PH

敷地面積／ 400.00㎡
建築面積／ 150.23㎡
延床面積／ 418.79㎡
写　　真／松村芳治

建築人賞佳作　MASSIVE
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動静レポート

会長動静

5/26 兵庫県建築士会総会
5/27 滋賀県建築士会総会
5/29 日本建築士会連合会教育事業会議
5/31 日本建築士会連合会正副会長会議

 建築士登録機関等連絡協議会
6/ 1 日本建築士会連合会理事会
6/ 5 大阪府建築指導室長と面談

 日建連関西支部総会
6/ 6 大阪工業大学と意見交換会
6/ 8 日本建築材料協会・松本会長と面談

 日本建築材料協会主催・建築フェア
 近畿建築士会協議会女性部会

6/ 9 大阪府収用委員会現場確認
 LIXIL協議
 京都府建築士会総会

6/12 三進金属工業と意見交換
6/13 大阪府収用委員会

 日本国際博覧会協会協定締結発表
6/16 大阪府安全なまちづくり推進会議

 総合資格と面談
 正副会長会議
 運営会議
 大阪府住まい・まちづくり教育普及 
 協議会総会

6/19 日本建築士会連合会正副会長会議
6/20 日本建築士会連合会総会

 日本建築士会連合会臨時理事会
 建築士登録機関等連絡協議会総会

6/21 理事会
6/23 大阪府建築設計協会総会

6月度　理事会報告

日時　6月 21日（水）16：00～ 18：00
場所　大阪府建築士会会議室
出席　理事 41/47名　監事 2/2名
　　　名誉会長 1名
【会長の挨拶】
・コロナ禍の制限も緩和され、本会組織の
スリム化の効果を発揮できるよう部門間の横
断的な協力体制のもとで活動の活性化を図
り、健全財政への立て直しを指示しました。
・7月より恒例の府内市町村の首長面談を開
始し、各行政に公職派遣や事業支援をアピー

また、外部との契約等は運営会議を経るこ
となど本会稟議の手続きを再確認しました。

（5）建築士会全国大会「大阪大会」
主催者の日本建築士会連合会に、2025年
大阪大会は 9月18日（前日会議）～19日（大
会日）、大阪国際会議場で実施することを報
告しました。
近々にグランドデザインを構築し、大会趣旨
や求める成果を明確にする必要があるとしま
した。
現在検討中のメタバース関連企画は、その
手法で何を訴えるかが重要であり、多額の
経費による費用対効果の検証も必須としま
した。
なお、準備会議の進捗に応じて役員各位に
適宜協力を求めることとしました。
また、大会準備に不可欠な宿泊施設を確保
するために旅行会社の選定を急ぎます。

（6）2025年日本国際博覧会協会とパビリ
オン建設推進のための支援について、5月
24日に連携協定を締結したことを報告しま
した。

大阪・関西万博の支援（記者会見）

①　2025年日本国際博覧会協会と連携協
定を締結し（2022.3）、若手建築士を対象と
した小規模施設の公募プロポーザルの運営
協力に取り組みました。
②　全日本不動産協会と共催実施協定を締
結し（2022.4）、ミライREBORNプロジェク
トコンペの応募受付を行っています。
詳細は本会ホームページをご覧ください。
③　2025年日本国際博覧会協会と連携協
定を締結し（2023.5）、パビリオン建設推進
に係る参加国への技術的支援に協力します。

ルします。また広域災害の住家被害認定調
査マニュアルを配布し、災害対応支援も強
調します。
・2025年全国大会「大阪大会」の全体構
想案をまとめ、静岡・鹿児島の大会を視察し、
これから目指すべき大会の在り方を示したい
としました。

（1） 入退会の承認
（人） 5月 入会 退会等
正 会 員 2,295 7 11
準 会 員 31 0 0
特準会員 24 1 0
賛助会員 138 1 0
計 2,488 9 11

（2） 会計報告
（円） 5月計 累計
収入 6,625,850 63,758,719
支出 9,058,788 21,400,193
差引 △ 2,432,938 42,358,526
上表の当期経常増減明細を承認しました。

（3）ヘリテージ委員会の活動
①　文化庁の令和 5年度文化芸術振興費
補助金の交付が決定し、ヘリテージマネー
ジャー育成講座で大阪を知る地域講座の新
設や登録文化財建造物でのワークショップ
等を行います。
また、歴史的建造物マップ（北摂版）を街
歩きやシンポジウムの関連資料として作成し
ます。
②　熊取町と歴史的建造物の悉皆調査の業
務委託契約を締結し、本会の正会員かつ大
阪府ヘリテージマネージャーに調査担当者と
して協力をお願いします。
③　奈良県建築士会から JR畝傍駅の活用
提案の参加要請があり、大阪府ヘリテージ
マネージャー協議会として参加登録を提出し
ました。

（4）業務委託等に係る見積
行政庁等との業務委託契約時の見積りにつ
いては、事案に応じて事情は異なりますが、
本会の適切な収益を見込むこと、ボランティ
アの立場でも建築士としての業務報酬は維
持することなど、基本的な共通の認識は必
要としました。 岡本会長（左）と徳岡副会長
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Information

建築士会からのお知らせ

既存建築物耐震診断等の評価

本会では、「建築物の耐震改修の促進に関
する法律」の改正に伴い、建築構造の学識
者や実務者で構成する「建築物耐震評価委
員会」を組織し、平成26年1月より建築物耐
震評価業務を実施しております。
不特定多数が利用する施設や沿道建築物
など、申込者が検討した建築物の耐震診断
及び耐震補強計画について、専門的観点の
もとに審査・審議を行い、妥当であると認め
る申込案件に対して評価書を交付します。
スピーディな審査を心掛けておりますのでど
うぞご活用ください。
（業務内容）
　耐震診断報告書の審査、評価
　耐震補強計画案の審査、評価　等
（対象建築物）
　 公共・民間等の建築種別、用途、規模、構
造種別は問いません。また、他府県の建
築物も対象としております。

（会員特典）
　 申込者又は診断等実施者が本会会員の場
合は、評価手数料の10%割引があります。

令和5年度監理技術者講習
（監理技術者以外の方も受講可能）

7/5、9/7　CPD各6単位

本講習会は建設業法に基づく法定講習であ
り、建築に特化したテキストを使用し、経験
豊富なベテラン技術者の講師による解説と
映像で、実務に役立つ情報を提供いたしま
す。なお、監理技術者以外の建築士や技術者
の方も受講が可能です。日頃の工事監理業
務に役立ちますので、ぜひご受講ください。
日程　7/5（水）、9/7（木）
時間　8：55～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　各回30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込み9,500円
　　　　郵送申込み10,000円
申込　日本建築士会連合会ホームページよ

りお申込みください。
http://www.kenchikushikai.or.jp/toriku
mi/news/2015-07-28-2.html

2023年版会員名簿の配布に
ついて

本年度より本会会員名簿の配布（無料）
は、希望者による申込制とさせていた
だきます。建築人8月号に同封のうえ発
送させていただきますので、ご希望の方
は7/12（水）までに本会事務局へメール
またはFaxにてお名前と会員番号をご
連絡ください。
e-mail：info@aba-osakafu.or.jp
Fax.06-6943-7103

既存住宅状況調査技術者講習
新規講習7/12、10/11、1/18
更新講習9/13、12/13、3/13
CPD新規各5単位、更新各2単位

既存住宅状況調査は、登録機関の講習を修
了した建築士のみに認められる業務です。
ぜひ本講習で新たな業務の資格を取得して
ください。なお、2020年度に本講習を修了
された方は本年度が有効期限となりますの
で、更新講習をご受講ください。
▼新規講習（DVD）
日時　7/12（水）、10/11（水）、1/18（木）
　　　9：30～17：00
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込21,450円
　　　　郵送申込22,000円
▼更新講習（DVD）
日時　9/13（水）、12/13（水）、3/13（水）　
　　　13：30～16：50
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　30名（定員に達し次第締切）
受講料　WEB申込17,000円
　　　　郵送申込17,600円
▼申込　日本建築士会連合会ホームページ

よりお申込みください。上記以外に
オンライン講習も開催いたします。

令和5年度 大阪府ヘリテージマネー
ジャースキルアップ講習　第1回
7/15　CPD4単位

本講習は、ヘリテージマネージャーのさらな
るスキルアップを目的に行う講習会です。全
6回の講習で保存活用、調査や修復技術な
どを学びます。
日時　7/15（土）　10：30～　まちあるき
　　　　　　　　13：30～16：00　講座
テーマ　「貝塚で学ぶ大阪府の民家の変遷

と地域性」
江戸時代からの町家建築が多数残
されている貝塚寺内町のまちあるき
と、貝塚市教育委員会教育部社会教
育課参事兼文化財保存活用室長地
村邦夫氏に大阪府下の民家の変遷
などについて講義していただきます。

会場　まち歩き：貝塚寺内町
　　　講座：旧吉村（寺西）家住宅
　　　　　   貝塚市西町12-7
定員　40名（申込先着順）
受講料　本会会員及び大阪府ヘリテージマ

ネージャー協議会会員2,500円
会員外3,500円

令和5年度建築士定期講習
7/27、8/25、9/27、10/19、11/30、12/22、
1/30、2/6、3/29　CPD各6単位

建築士法の規定により、建築士事務所に所
属するすべての建築士は3年以内ごとに定
期講習を受講しなければなりません。本年
度は令和2年度に本講習を受講された方や、
建築士試験に合格された方が対象となりま

す。未受講者は懲戒処分の対象となります
ので必ず年度内に受講してください。
▼対面講義
日程・会場・定員
　7/27（木） 大阪YMCA会館 200名
※8/25（金） 大阪府建築健保会館 90名
　9/27（水） 大阪府建築健保会館 90名
※10/19（木） 大阪府建築健保会館 90名
※2/6（火） 大阪YMCA会館 200名
▼DVD講義
日程・会場・定員
　11/30（木） 大阪府建築健保会館 90名
※12/22（金） 大阪府建築健保会館 90名
　1/30（火） 大阪府建築健保会館 90名
　3/29（金） 大阪府建築健保会館 90名
時間　9：15～17：00（各講習日共）
受講料　12,980円（消費税含。事前振込）
申込方法
申込用紙を建築技術教育普及センター
HPからダウンロードしてください。（令和
2年度受講者には、同センターから直接申
込書を郵送しています。）
ご記入後、大阪府建築士会事務局又は大
阪府建築士事務所協会事務局へ持参して
いただくか、簡易書留にて郵送してください。

受付場所（送付場所）
　※印の日程 大阪府建築士会事務局
　※印以外の日程 大阪府建築士事務所協
 会事務局
建築技術教育普及センターHPからWEB申
込みも可能です。
https://jaeictkosyu.jp/jaeicteikikosyu/
注）各回定員に達し次第、受付を終了します。

新しくなった「大阪府福祉のまち
づくり条例ガイドライン」講習会
8/21　CPD2単位（予定）

だれもが自由に安心して出かけられるまちづ
くりを目指して、大阪府が定めている「大阪
府福祉のまちづくり条例ガイドライン」です
が、この度一部改訂、追加が行われました。
これを機に建築士に向けて、「大阪府福祉の
まちづくり条例」について、改正点を中心に
講習会を行います。同ガイドラインは大阪府
のHPよりDLできますが、会場に於いては講
習用資料として印刷した冊子を準備します。
日時　8/21（月）　14：00～16：00　
会場　大阪府建築士会　東会議室
　　　※Teamsによるライブ配信も実施
講師　大阪府 都市整備部 住宅建築局
　   　 建築環境課 住環境推進Gより
参加費　会員1,000円　会員外1,500円
資料代　実費精算（1,000円程度の予定）
会場定員　50名（申込先着順）
申込　大阪府建築士会HPより

令和5年度 第10期大阪府ヘリテー
ジマネージャー育成講座（全10日間）
8/26、9/2、9/16、10/7、10/21、11/11、
11/18、12/9、12/23、1/13（予定）
CPD各4単位（予定）

本講座は、文化庁の補助を受け、大阪府のさ
らなる歴史文化遺産を発見し、既に指定さ

れている文化財建造物や登録文化財等の活
用と保存を推進し、まちづくりに活かす能力
を持った人材“ヘリテージマネージャー”を
育成することを目的に行う講習会です。全10
日間の講座（講義時間数は例年通り合計40
単位）で歴史、修復技術、実測実習、保存活
用などの基礎を学びます。
日程　8/26、9/2、9/16、10/7、10/21、11/11、　
　　　11/18、12/9、12/23、1/13（予定）
時間　13：00～17：00
　　　（11/11は10：00～17：00）
講師・会場他　調整中
定員　20名（申込先着順）
受講料　本会会員26,000円
　　　　会員外31,000円（予定）
申込　7/10（月）10：00より受付開始予定。
申込は本会ホームページからWEB申込して
ください。
※詳細は近日発表。本会ホームページをご
覧ください。

ミライREBORNスマイ プロジェクト
－医・食・住でミライの健康な都市
生活－

主催　公益社団法人全日本不動産協会
共催　公益社団法人大阪府建築士会
●募集目的
本プロジェクトでは、入賞作品の中から3DCG
映像等の作品を共創（翻案・制作）し、2025
年大阪・関西万博「大阪ヘルスケアパビリ
オン」での展示・公開を予定しています。

●募集部門・応募資格
①学生・一般の部　
応募資格はとくになし。大学、大学院修
士・博士課程、短期大学、専修学校、高等
専門学校・その他の就学者を含む。

②建築家・デザイナーの部
建築・都市デザイナー、グラフィックデザイ
ナー、ビジュアルアーティストなど幅広いジャン
ルに属するプロフェッショナルのクリエイター。

●審査委員
　樋口真嗣（審査委員長。映画監督・特技監督）
　赤井孝美（ゲームクリエーター、アニメプロデューサー）
　秋吉浩気（建築家・メタアーキテクト）
　内田友紀（都市デザイナー）
　齋藤精一（クリエイティブディレクター）
　重松象平（建築家）
　中川エリカ（建築家）
　近藤良一（大阪の住まい活性化フォーラム会長）
　豊田崇克（一般社団法人ソフトウェア協会副会長）
●賞・副賞
　最優秀賞
　　200万円・賞状、トロフィー（1点×2部門=計2点）
　優秀賞
　　50万円・賞状（2点×2部門=計4点）　
　佳作
　　30万円・賞状（4点×2部門=計8点）　
　特別賞
　　50万円・賞状（部門を問わず全体で2～3点程度）
●募集要項公表　1/12（木）
●応募登録期間　1/12（木）～7/31（月）
●応募受付期間　6/12（月）～8/10（木）
●問い合わせ
　公益社団法人大阪府建築士会
　メール：mirai.reborn.sumai@aba-osakafu.

or.jp
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INFORMATIONの詳細及び申込みは本会ホームページに掲載しています。 
【大阪府建築士会】 大阪市中央区谷町3-1-17 高田屋大手前ビル5階

http://www.aba-osakafu.or.jp/ メール info@aba-osakafu.or.jp TEL.06-6947-1961 FAX.06-6943-7103

第42回大阪都市景観建築賞推薦
募集
推薦期間7/1～7/31

美しく、個性と風格のあるまちの景観づくり
を進めていくために、周辺景観の向上に資
し、かつ、景観上優れた建物やまちなみを表
彰します。皆様から推薦いただいた建物や
建物を中心としたまちなみについて審査し、
本賞にふさわしい賞が与えられます。 
●対象：大阪府域内の「建物」又は「建物を

中心としたまちなみ」を推薦してく
ださい。

（建物）平成30年8月1日から
令和4年7月31日までに完成したもの

（建物を中心としたまちなみ）　
令和4年7月31日までに完成したもの

受付期間　7/1（土）～7/31（月）
推薦方法　http://osaka-machinami.jp/から
　　　　　WEBにより、推薦してください。
※自薦の方は、専用書式をHPよりダウンロー
ドしご応募ください。

BIM連続セミナー
7/11　CPD5単位（予定）

BIM連続セミナーは、BIMの有効活用を実
体験いただくリアルセミナーです。本セミ
ナーはBIMソフトウエアを提供する3社が
それぞれの日程で、BIM設計における課程
をそれぞれのソフトウエアを使用して行う実
践型のハンズオントレーニングです。二次元
設計を主としている方、3D設計やBIMに興
味をお持ちの方、実際にトライしてみたい方、
BIM設計を再チャレジされたい方など、お気
軽にご参加いただけます。
●福井コンピュータアーキテクト　GLOOBE編
日時　7/11（火）　10：30～17：00　
会場　大阪府建築士会　東会議室
定員　15名（申込先着順）
参加費　建築士会会員1,000円
　　　　会員外1,500円

建築士の会「堺・高石」我がまち再認識
まちなかのキャンパス・ビオトープ
身近な生き物発見!!
7/29　CPD1単位（予定）

地域の建築士をはじめ様々な方が集まり、
我々のまちの施設を見学する企画で、今回は
並木道、水路、池など生き物と人間が共生す
る空間です。大阪公立大学中百舌鳥キャンパ
スは多様な生き物が賑わい、自然と人間活
動の調和を実感できるまちなかのビオトー
プ空間です。平井教授から生き物の講義、
府大池で自ら生き物を採集し、まちなかの自
然を体験します。
日時　7/29（土）　9：30～13：00
会場　大阪公立大学中百舌鳥キャンパス
　　　大阪府堺市中区学園町1番1号
定員　30名（申込先着順）
参加費　1,000円（小学生以下500円、2人

目以降無料）

大阪国際中学校高等学校見学会
8/2　CPD2単位（予定）

昨年度よりスタートした建築人賞新人賞の
受賞作品を受賞設計者の案内により見学し
ます。大阪国際中学校高等学校は、RC造と
木造の校舎で構成され、いたる所にあらゆる
「学び」のきっかけがあり、建築の「学び」もあ
る校舎を見学します。
日時　8/2（水）　15：00～17：00　
会場　大阪国際中学校高等学校
　　　（大阪府守口市松下町1番28号）
講師　㈱安井建築設計事務所
　　　設計主任　山﨑 拓 氏、他
参加費　会員1,500円　会員外2,500円
　　　　令和3・4年度合格者会員 無料
　　　　令和2年度以降入会会員 無料
　　　　学生 無料
定員　50名予定（申込先着順）
申込　大阪府建築士会 青年・女性委員会

第65回建築士会全国大会
しずおか大会
10/27
　
2023年の建築士会全国大会は、静岡で開
催致します。大会の詳細は「建築士5月号」を
ご覧ください。皆さまからのお申込をお待ち
しております。
日時　10/27（金）　10：00～
会場　静岡グランシップ
　　　静岡市駿河区東静岡2丁目3-1
テーマ　歴史と文化の継承
　　　   ～ローカルに生きる～
※10/26（木）　全国建築士フォーラム、全国

ヘリテージマネージャーネット
ワクーク協議会総会を実施。

※10/28（土）　地域交流見学会（エクスカー
ション）を実施。

申込　「建築士5月号」P39の参加申込書に
必要事項をご記入のうえ、本会事務
局にお送りください。

締切　7/14（金）厳守

行政からのお知らせ

民間施設における木質空間整備
事業補助金（大阪府）
募集期間6/23～7/24

大阪府では、健全な森林の保全や脱炭素社
会の実現に向けて、社会全体で木材の積極
的な利用が求められることから、今年度より
民間施設において大阪府内産木材の利用促
進を図るため、多くの府民が利用する商業施
設や交通機関等の施設において、大阪府内
産木材を使用して木質空間の整備を行う事
業者に対する補助事業を開始しました。
■募集期間
　6/23（金）～7/24（月）
■補助事業の内容

　（1）床、壁、天井等の内外装の木質化
　（2）（1）と併せて行う木製じゅう器等の整備
■補助対象経費
大阪府内産木材の使用にかかる木工事費
のうち、補助事業を実施するために必要
かつ適当と認める経費（材料費、労務費、
諸経費）

■補助金額
補助率は補助対象経費の2分の1以内。
ただし、上記の補助率の範囲内において、
補助金の額の上限及び下限は以下のとお
りとする。

　【上限】以下の（ア）及び（イ）とする。
　　　　（ア）1申請につき3,000万円
　　　　（イ）大阪府内産木材の使用量1立
　　　　　　方メートルにつき150万円
　【下限】1申請につき1,000万円
■事業案内HP

https://www.pref.osaka.lg.jp/midori/
jyoyo_zei/mokushitsuka_hojyo.html

■問合せ先
大阪府環境農林水産部みどり推進室森
づくり課森林支援グループ
Tel.06-6210-9556　Fax.06-6210-9551
E-mail：midorikankyo-g10@sbox.pref.

osaka.lg.jp

その他のお知らせ

兵庫県「トルコ地震復旧・復興応援プロジェ
クト」支援事業
トルコ南東部を震源とする地震の
被災地調査報告会
8/5

武庫川女子大学では、2月に発生したトル
コ地震の現地調査を建築学部の教員が4
月に行い、この度はその報告会を開催いた
します。
日時　8/5（土）　13：30～15：30
会場　武庫川女子大学中央キャンパス
　　　KM館地下1階B109教室
　　　Zoom配信も予定（先着250名まで）
内容　全体概要、調査報告、各種提言、被害
　　　を拡大させた問題点、質疑
参加費　無料
申込　7/21（金）までに下記QRコードよりお

申込みください。

詳細　武庫川女子大学
　　　教育研究社会連携推進室
　　　Tel.0798-45-9854
　　　E-mail：shakai@mukogawa u.ac.jp

「各種合成構造設計指針」改定講
習会
8/23　CPD5単位

『各種合成構造設計指針・同解説』は1985 
年に刊行されて以降、2010年の改定を経て

現在に至ります。この度、前回改定時から10 
年以上の経過において得られた知見を反映
させると共に、実務設計や研究開発等の状
況に対応させるため、改定を行いました。こ
の刊行の機会に、本指針の内容を解説する
講習会を企画しました。多くの設計者、技術
者および研究者等の方々が参加されること
を期待しています。
日時　8/23（水）　11：00～16：50
会場　大阪科学技術センター　大ホール
　　　（大阪市西区靱本町1-8-4）
定員　150名
参加費　日本建築学会会員12,000円
　　　　後援団体会員14,000円
　　　　上記以外17,000円
　　　　※参加者にはテキストを1冊贈呈
詳細・申込　日本建築学会近畿支部
　　　　　   Tel.06-6443-0538
https://www.aij.or.jp/event/detail.html?p
roductId=684301

あなたの時間を有効に、伝統文化継承請負
人になりませんか
茅刈後継者レベルアップ養成講座
9/3、10/8、12/2～3、3/2～3

河内長野市の岩湧山には茅場と檜林が現存
し、茅の刈取りと檜皮採取が行われ文化財
修理用として利用されています。檜皮採取
は専門の技能者の育成が行われている一方
で、茅採取は地域の共同作業により細々と
行われてきました。岩湧山の茅場を維持して
いる河内長野市滝畑地区は高齢化が進み、
茅刈り従事者は減少の一途です。このため
茅刈後継者養成講座を実施し、茅刈採取事
業に従事する人材の育成に努めています。
①茅場環境整備実習
　日時　9/3（日）　10：00～14：00
　会場　岩湧山カヤ場
　定員　25名
　内容　カヤ場の低木を除去し、カヤの育成
　　　　を促進させカヤ場を維持するための
　　　　作業実習
②重要文化財山本家住宅見学会と臨地講義
　日時　10/8（日）　13：00～16：00
　会場　大阪府河内長野市小深
　　　　山本家住宅
　定員　25名
　内容　17世紀の民家である重要文化財山　
　　　　本家住宅の見学と研究者からの臨
　　　　地講義
③茅葺き実習
　日程　12/2（土）、12/3（日）
　会場　滝畑ふるさと文化財の森センター
　定員　25名
　内容　センター内の小屋組を利用した1泊　
　　　　2日の茅葺き実習
④茅刈り実習
　日程　3/2（土）、3/3（日）
　会場　滝畑ふるさと文化財の森センター・
　　　　岩湧山カヤ場
　定員　25名
　内容　岩湧山茅場での1泊2日の茅刈実習
【詳細・申込】
　NPO法人 文化遺産保存ネットワーク河内長野
　Tel.090-6903-6137
　Email：takoukuromaro@gmail.com
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Close–up  Osaka

自治体で唯一、大阪ヘルスケアパビリオン
「展示・出展ゾーン」実施主体に!
万博に関する当市の大きなニュースがあり
ます。大阪府・大阪市による「大阪ヘルスケ
アパビリオン」の中には、大阪の中小企業・
スタートアップの魅力を発信する「展示・出
展ゾーン」が設けられ、26件の展示が週替
わりで実施されます。当市は、自治体で唯
一、この26件のひとつとして事業企画が認
定されました。万博会場で、「ものづくりの
まち八尾」の魅力を広く発信する絶好の機
会になると思います。

万博後も、八尾には可能性がたくさん
大阪・関西万博の想定来場者数は、約2,820
万人といわれています。リアルな会場に加
え、バーチャル上でも多くの人々が大阪に目
を向ける機会となります。世界中の人に八
尾の魅力を知っていただくチャンスととらえ
ています。
八尾の地域資源やものづくり企業の魅力
を発信し、経済波及効果を生むことも目標
となります。「空飛ぶクルマ」やその他の新
しい技術が実証実験される中で、八尾空港
などのリソースを活かし、まちが発展する可
能性も十分に期待できます。
万博は一過性のお祭りではなく、その後に
様々なレガシーが引き継がれるもの。開催
前、開催中、開催後を見据えながら、八尾
の成長としあわせな未来につながる取り組
みを進めていきたいと考えています。

地域資源豊かな八尾
八尾市は、大阪府の東部に位置し、JR、近
鉄、Osaka Metroの3つの鉄道が乗り入れ、
大阪市の中心部から電車で十数分という利
便性の良いまちです。古代から難波と大和
を結ぶ地として栄えたことで歴史資産が豊
富にあり、河内音頭や河内木綿などの伝統
文化や、枝豆や若ごぼう、花き・花木などの
特産物、高安山や大和川などの自然にも恵
まれた、自然と都市の暮らしが共存してい
るまちです。そしてなにより、高度な技術力
と製品開発力を誇る中小企業が集積して
いる「ものづくりのまち」です。
　
2025年の万博は、一人ひとりが主役
大阪・関西万博の開催まで、あと2年をきり
ました。
かつての万博は国威発揚のイベントでした
が、近年は、世界共通の課題解決にむけた
対話の場の意味合いが強くなっています。
今回の万博でも、最新技術や未来に実装さ
れる技術を見るだけではなく、万博のテー
マの実現に向けて一人ひとりの参加が呼び
かけられています。

「80（やお）アクション」で市民のみなさん
と万博をもりあげ、万博とつながり、よりよ
い八尾に
今回の万博は「2030年のSDGs達成に貢
献する」ことが目標のひとつに掲げられて
います。万博会場でSDGs達成に寄与する
最新技術、展示や対話にふれることが楽し
みです。
一方、一人ひとりができることから取り組む
ことの積み重ねもSDGs達成には大切なこ
とです。
当市では、市民のみなさんに万博の目標に
共感いただき、万博に参加していただくため
「80（やお）アクション」に取り組んでいま
す。SDGsを身近なものと感じていただき、
できることから取り組んだり、課題解決に
むけて誰かといっしょに取り組むことをよ
びかけることで、万博を盛り上げ、共創によ
るまちづくりを推進し、市民のみなさんとと

もに、万博とつながり、万博後もまちをよく
していくことを目標にしています。

多くの市民のみなさんに80（やお）アクショ
ンにご参加いただけるように、ロゴデザイ
ンを市民投票により決定しSDGs国際目標
と対応したローカル目標と八尾にちなんだ
80個のターゲットを設定しました。目標も
ターゲットも八尾の地域資源や市の施策目
標を入れることで、SDGsをより身近に感じ
ていただけると思います。
今後、たくさんの共創やアクションが生ま
れるように、共感の輪を広げながら万博を
もりあげていきたいと思います。

80（やお）アクションで万博に参加を
～S幸せに D大好きな八尾で G元気に暮らせたら sサイコー！～

八尾市 政策企画部 やおプロモーション・万博推進プロジェクトチーム 参事　高尾あゆみ

ターゲット 2-1
春は八尾若ごぼう、夏は八尾えだまめを
食べる。なるべく八尾や近隣で採れたも
のを買う。

80（やお）アクションロゴ

80（やお）アクション目標と
ターゲットの例

80（やお）アクション特設サイト
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株式会社 東畑建築事務所
大阪市中央区高麗橋２－６－１０

米 井 　 寛

大阪府建築士会役員 他

建築設計事務所 他

暑中見舞2023

株式会社 長田建築事務所
大阪市中央区谷町9‒5‒28‒806

岡 本 森 廣

DX・GX・SXを通じて社会貢献を！

株式会社　小河建築設計事務所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル６Ｆ）

柳 川 陽 文

SDGs 人類共有の目標の実践へ

株 式 会 社 徳 岡 設 計
TOKUOKA SEKKEI MYANMAR Co., LTD（YANGON）
大阪市中央区本町橋５番１４号

（オージービル本町橋３階）
大 阪 ・ 東 京 ・ 滋 賀 ・ 九 州

徳 岡 浩 二

2025大阪関西万博を成功させよう！

株式会社　能勢建築構造研究所
大阪市中央区瓦町３－３－７

（瓦町ＫＴビル）

横 田 友 行

暑中お見舞申し上げます

大 阪 市 北 区中 津１－１２－３
株式会社　上田茂久・建築設計工房

上 田 茂 久

安心・安全・快適なモノづくりをめざす

株式会社 田中都市建築事務所
（TANATOSHI DESIGN NET）

大阪市住吉区帝塚山西１－１１ 
A－１０１

田 中 義 久

暑 中 御 見 舞  申し上 げ ま す

株 式 会 社 　 K＆Ｓ総 合 企 画
大阪市西区京町堀２－２－１

（スミタビル10Ｆ）

澤 本 侃一郎

株式会社　ＩＡＯ竹 田 設 計
大阪市西区西本町１－４－１

人、社会、地球環境との共生

金 峰 鐘 大大 松 　 敦

大 阪 市 中 央 区 瓦 町３－６－５

株式会社　阿波設計事務所
大阪市浪速区元町2－2－12

夢 あ る 未 来 の 創 造

湯 浅 武 夫

川 田 啓 一
株式会社　アール・アイ・エー
大 阪 市 北 区 堂 山 町３－３

（日本生命梅田ビル）
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大阪本店

東京本店

大 阪 市 中 央 区 本 町 ４－１－１３
ＴＥＬ０６（６２５２）１２０１

東 京 都 江 東 区 新 砂 １－１－１
ＴＥＬ０３（６８１０）５０００

取締役社長 佐々木　正 人

関西支店：大阪市中央区南船場1-14-10  電話06（6265）4504
本　　社：東京都新宿区西新宿1-25-1  電話03（3348）1111

専務執行役員関西支店長 加賀田 健 司

〒640-8225 和歌山市久保丁4丁目53　 8818-134）370（.XAF  1144-134）370（.LET
中和印刷紙器株式会社 

ネットショップ営業中！ https://chuwa.shop-pro.jp/

中和の
ペーパーリング

再生可能な100%紙製リング

綴じ具も紙でできているため分別する必要が
なく、紙類の資源としてリサイクルできます。

卓上
カレンダーにも

建材・設備会社 他

〒538-0037 大阪市鶴見区焼野 1 丁目南 2 番

＜大阪市内最大規模＞人気のモデルハウスが30棟！

電話番号 06-6915-3571
横 小 路  敏 弘理事長

修成建設専門学校
理 事 長　山 下 裕 貴

〒555-0032 大阪市西淀川区大和田 5丁目 19 番 30 号
TEL.06－6474－1644

学校法人 修成学園

建築・インテリア・土木・造園
建設のすべては、修成で学ぶ

キノウを超える、ミライへ。

大阪市北区中之島 3 - 2 - 4
中之島フェスティバルタワー・ウエスト

0 6 - 6 2 0 5 - 7 2 1 4

建 設 会 社
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本部 〒550-0002 大阪市西区江戸堀1-4-23 撞木橋ビル4F
　　 TEL 06-6443-0345　FAX 06-6443-0348
支部 関東・中部・中国・四国・九州
https://www.kenzai.or.jp

会 長　松 本　 將

建材・設備会社 他

デジタルデータを多様な形で表現し、
お客様の未来を支援・サポートします。

株式会社　ディーネット
代表取締役　井　上　　務

〒550-0002 大阪市西区江戸堀 1－22－38　TEL.（06）6445－6888

学校法人　福田学園

FUKUDA GAKUEN

理事長
〒 ５３０－００４３　大阪市北区天満１－９－２７
ＴＥＬ ０６－６３５２－００９３　ＦＡＸ ０６－６３５２－５９９５
ＵＲＬ  ｈｔｔｐs：//ｗｗｗ．ｆｕｋｕｄａ．ａｃ．ｊｐ

福　田　益　和

上 谷　宏 二
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私
事
な
が
ら
、
神
奈
川
県
立
図
書
館
・
音

楽
堂
の
あ
る
横
浜
市
西
区
の
紅
葉
ヶ
丘
に
、

月
一
回
の
ペ
ー
ス
で
足
し
げ
く
通
っ
て
い

た
の
は
、
遠
い
昔
の
一
九
六
九
年
、
小
学
校

六
年
生
の
時
で
あ
り
、
今
か
ら
半
世
紀
以
上

も
前
の
こ
と
に
な
る
。
け
れ
ど
も
、
目
的
地

は
、
図
書
館
・
音
楽
堂
で
は
な
く
、
南
に
隣

接
す
る
神
奈
川
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
最

上
階
に
あ
っ
た
星
空
を
投
影
機
で
映
し
出

す
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
だ
っ
た
。
同
年
七
月

二
〇
日
、
深
夜
に
生
放
送
さ
れ
た
衛
星
中

継
で
ア
メ
リ
カ
の
ア
ポ
ロ
十
一
号
が
月
面

着
陸
す
る
瞬
間
を
目
撃
し
、
買
っ
て
も
ら
っ

た
天
体
望
遠
鏡
で
月
を
眺
め
、
一
九
六
五

年
創
刊
で
今
も
発
行
中
の
『
天
文
ガ
イ
ド
』

（
誠
文
堂
新
光
社
）
を
毎
月
購
読
す
る
な
ど
、

宇
宙
へ
の
憧
れ
が
高
じ
て
天
文
学
者
に
な

ろ
う
と
勝
手
な
夢
を
思
い
描
い
て
い
た
の

だ
。
当
時
は
、
す
で
に
、
坂
倉
準
三
の
設
計

し
た
渋
谷
の
東
急
文
化
会
館
（
一
九
五
六

年
）
に
東
急
電
鉄
会
長
の
五
島
慶
太
の
肝

煎
り
で
設
置
さ
れ
た
直
径
二
〇
ｍ
の
ド
ー

ム
状
の
巨
大
な
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
あ
り
、

有
名
だ
っ
た
が
、
入
館
料
が
高
く
、
小
学
生

に
は
近
寄
り
が
た
い
存
在
だ
っ
た
と
記
憶

す
る
。
ち
な
み
に
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
、
東
急
文
化
会
館
の
初

代
解
説
者
の
河
原
郁
夫
を
設
立
準
備
室
に

招
い
て
設
立
さ
れ
た
と
い
う
。
も
ち
ろ
ん
、

前
川
國
男
の
設
計
と
は
知
ら
ず
、
隣
の
図
書

館
・
音
楽
堂
の
記
憶
も
朧
気
で
あ
り
、
よ

う
や
く
大
学
で
建
築
を
学
び
始
め
て
、
前

川
建
築
の
一
つ
と
し
て
理
解
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
に
過
ぎ
な
い
。
幸
い
な
こ
と
に
、

青
少
年
セ
ン
タ
ー
は
、
神
奈
川
県
が
二
〇

〇
二
年
に
策
定
し
た
「
県
有
施
設
長
寿
命

化
指
針
」
に
基
づ
く
モ
デ
ル
施
設
と
し
て
、

二
〇
〇
七
年
、
耐
震
化
と
減
築
化
が
図
ら

れ
、
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
天
文
台
は
撤
去

さ
れ
た
も
の
の
、
竣
工
当
時
と
変
わ
ら
な

い
姿
で
、
今
も
大
切
に
使
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
今
も
不
思
議
に
思
え
て
な
ら

な
い
の
は
、
わ
ず
か
八
年
後
の
竣
工
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
か
ら
受

け
る
重
厚
で
彫
の
深
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

塊
の
よ
う
な
量
感
あ
る
た
た
ず
ま
い
の
、

軽
快
で
透
明
感
あ
ふ
れ
る
図
書
館
・
音
楽

堂
と
の
余
り
に
も
異
質
な
印
象
の
落
差
だ
。

こ
の
間
、
前
川
の
思
想
と
方
法
に
、
ど
の

よ
う
な
変
化
が
あ
っ
た
の
か
。
一
九
五
〇

年
に
入
所
し
、
大
髙
正
人
と
共
に
図
書
館
・

音
楽
堂
を
担
当
し
た
鬼
頭
梓
は
、
一
九
六

一
年
に
、
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

「
日
本
相
互
銀
行
の
本
店
を
前
川
事
務
所
が

や
っ
て
い
た
こ
ろ
は
、
事
務
所
全
体
に
指
導

精
神
み
た
い
な
も
の
が
は
っ
き
り
あ
っ
た

わ
け
で
す
。（
中
略
）
近
代
建
築
の
い
ち
ば

ん
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク
ス
な
考
え
方
の
機
能
主

義
的
な
考
え
方
と
か
、
そ
れ
か
ら
で
き
る
だ

け
建
物
を
軽
く
す
る
と
か
、
で
き
る
だ
け
プ

レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
っ
て
い
く

と
か
、
そ
う
い
う
こ
と
に
対
し
て
だ
れ
も
疑

い
を
も
っ
て
い
な
い
し
、
非
常
に
熱
意
を

も
っ
て
い
た
。（
中
略
）
と
こ
ろ
が
い
ま
は

そ
う
い
う
指
導
理
念
み
た
い
な
も
の
が
ま

ず
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
わ
け
で
す
。（
中

略
）
組
織
が
大
き
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
る
し
、
そ
れ
か
ら
、
そ
の
当
時
と
ち
が
っ

て
建
築
界
全
体
が
い
わ
ば
ひ
と
つ
の
混
迷

期
に
入
っ
て
い
る
と
も
い
え
る
し
、（
中
略
）

い
わ
ば
百
鬼
夜
行
の
時
代
で
、
そ
う
い
う
と

き
と
い
う
の
は
、
そ
れ
が
や
は
り
そ
の
事
務

所
の
中
に
反
映
し
て
き
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
だ
か
ら
ほ
ん
と
う
に
こ
れ
だ
と
い
う
よ

う
な
も
の
を
だ
れ
も
つ
か
ん
で
い
な
い
だ

ろ
う
と
思
い
ま
す
。」（「
設
計
事
務
所
に
聴

く
」『
近
代
建
築
』
一
九
六
一
年
五
月
号
）

こ
う
語
っ
た
上
で
、
鬼
頭
は
、
前
川
に
よ

る
「
厳
密
な
意
味
で
の
ワ
ン
マ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
」
が
「
限
界
を
超
え
て
い
る
」
と

指
摘
し
た
の
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
の
敗

戦
後
、
前
川
自
邸
の
居
間
か
ら
再
出
発
し

た
時
点
で
十
五
名
だ
っ
た
所
員
数
は
三
〇

名
に
倍
増
し
、
建
築
の
規
模
も
格
段
に
大

き
く
な
り
、
物
件
数
も
増
え
た
。
ま
た
、

前
川
を
職
人
的
な
立
場
で
支
え
て
い
た
戦

前
派
よ
り
血
気
盛
ん
な
戦
後
派
の
所
員
が

増
え
、
彼
ら
が
実
力
を
蓄
え
て
き
た
。
そ

の
間
の
推
移
は
、
大
髙
が
チ
ー
フ
を
務
め

た
福
島
県
教
育
会
館
（
一
九
五
六
年
）
や

シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
指
名
コ
ン
ペ
案
（
一
九

五
七
年
）、
晴
海
高
層
ア
パ
ー
ト
（
一
九
五

八
年
）
か
ら
顕
著
に
読
み
取
れ
る
。
明
ら

か
に
、
図
書
館
・
音
楽
堂
と
は
次
元
の
異

な
る
造
形
表
現
が
模
索
さ
れ
て
い
た
の
だ
。

ま
た
、
前
川
自
身
も
、
そ
れ
ま
で
の
建
築

の
工
業
化
の
試
み
を
経
て
、
機
能
主
義
や

軽
量
化
に
対
す
る
疑
問
を
抱
き
、
時
間
の

流
れ
に
耐
え
ら
れ
な
い
近
代
建
築
の
脆
弱

性
を
自
覚
し
始
め
て
い
た
の
だ
と
思
う
。

そ
う
し
た
前
川
の
思
想
と
方
法
の
変
化
の

象
徴
が
、
京
都
会
館
（
一
九
六
〇
年
）
で

初
め
て
外
壁
に
使
わ
れ
た
炻
器
質
タ
イ
ル

の
ブ
ロ
ッ
ク
積
で
あ
る
。
青
少
年
セ
ン
タ
ー

で
は
、
そ
れ
を
進
化
さ
せ
て
、
前
川
建
築
の

代
名
詞
と
な
る
打
込
み
タ
イ
ル
構
法
の
外

壁
が
、
一
〇
〇
〇
席
の
劇
場
の
舞
台
と
客

席
を
覆
い
、
内
外
を
つ
な
げ
る
。
し
か
も
、

厳
し
い
予
算
の
下
、
土
木
用
の
安
価
な
塩

焼
の
土
管
と
同
じ
工
場
で
製
作
す
る
工
夫

に
よ
り
、
幅
六
〇
〇
×
高
さ
二
二
〇
㎜
の

大
型
タ
イ
ル
と
な
っ
て
出
現
す
る
。
ま
た
、

客
席
の
内
壁
も
、
不
燃
化
を
図
る
た
め
に
、

穴
あ
き
の
陶
器
質
ブ
ロ
ッ
ク
で
覆
い
、
木
質

の
音
楽
堂
と
は
異
な
る
質
感
で
構
成
さ
れ

た
。
一
方
、
東
側
の
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
と
天

文
台
が
載
る
展
示
棟
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打

放
し
の
彫
刻
的
な
造
形
で
ま
と
め
ら
れ
る
。

そ
こ
に
は
、
チ
ャ
ン
デ
ィ
ガ
ー
ル
州
会
議
事

堂
（
一
九
五
六
年
）
な
ど
、師
ル・コ
ル
ビ
ュ

ジ
エ
の
イ
ン
ド
に
お
け
る
仕
事
か
ら
の
影

響
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
前

川
は
、
最
晩
年
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
中
で
、

当
時
を
振
り
返
っ
て
、「
右
往
左
往
し
た
」

（『
新
建
築
』
一
九
八
四
年
一
月
号
）
と
正
直

に
回
想
し
て
い
る
が
、
同
時
に
、
石
造
り
の

古
い
建
物
が
持
つ
建
築
の
「
永
遠
性
」
に
対

す
る
憧
れ
も
語
っ
て
い
た
。

こ
う
し
て
、
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
持
つ
歴

史
的
な
意
味
が
見
え
て
く
る
。
し
か
も
、

紅
葉
ヶ
丘
に
は
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
放
し

の
簡
素
な
建
物
な
が
ら
、
埼
玉
会
館
（
一

九
六
六
年
）
の
造
形
へ
と
つ
な
が
る
襞
状

の
外
壁
と
ス
リ
ッ
ト
状
の
窓
で
構
成
さ
れ

た
旧
・
婦
人
会
館
（
一
九
六
五
年
）
も
現

存
す
る
。
県
の
重
要
文
化
財
と
な
っ
た
神

奈
川
県
立
図
書
館
・
音
楽
堂
に
始
ま
る
紅

葉
ヶ
丘
の
建
築
群
は
、
前
川
の
思
想
と
方

法
の
変
遷
と
そ
の
可
能
性
を
記
憶
す
る
貴

重
な
建
築
文
化
資
源
と
し
て
の
価
値
を
持

ち
始
め
て
い
る
の
だ
と
思
う
。
そ
の
行
方

を
静
か
に
見
守
り
た
い
。

旧
・
神
奈
川
婦
人
会
館　
南
側
か
ら
の
全
景

手
前
の
公
園
は
青
少
年
会
館（
一
九
六
六
年
）の
跡
地

神
奈
川
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー　
南
側
か
ら
見
た
外
観

紅
葉
ヶ
丘
の
建
築
群
の
今

神
奈
川
県
青
少
年
セ
ン
タ
ー
／
婦
人
会
館　

一
九
六
二
／
六
五
年

文
・
写
真
＝
松
隈  
洋
［
神
奈
川
大
学
建
築
学
部
教
授
］





校舎棟と特別教室棟を渡り廊下より見る

美術・技術教室棟と校舎棟のガーデンカフェを繋ぐMANABI庭


